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我々は Si フォトニック結晶導波路（PCW）の LiDAR 応用を検討している．これまでに PCWに表面

回折格子や二重周期構造を導入し，伝搬光の放射とその偏向動作を確認してきた 1,2)．さらに PCW 光

偏向器アレイとロッドレンズの組み合わせにより，コリメートされた点状の放射ビームの二次元偏向

を実証してきた 2)．しかし遠視野像観察では，測定系の分解能 0.14°が評価を制限していた．今回は画

素数が 1280 × 1024と大きな InGaAs カメラ（Raptor OWL1280 BIS-SWR）を用いて分解能を 0.029°に改

善し，二重周期 PCW光偏向器のビーム放射特性を観測，評価した． 

まず前回と同様に，Siフォトニクス CMOS プロセスを用いて長さ 1.4 mmの二重周期 PCW を製作し

た．波長 1.5 m 帯のレーザ光を入射して伝搬光を放射させると，図 1 のように導波路進行方向（方

向）に鋭いビームを形成し，最小の半値幅 δ0.09°が得られた．伝搬光の 1/e 強度で評価する開口長

は 1.5 mm であり，回折限界の理論値は 0.06°となる．実験値が理論より大きい原因は構造揺らぎの影

響と考えている．波長を変えると，図 2 のようにビームは方向に偏向した．この実験の場合，偏向角

Δは 17.5°であるが，以前は 25°近い値も評価している．一方，δは長波長側のバンド端付近でばらつ

くものの，主に～°に分布し，解像点数 Δδは 110となった．さらに導波路断面方向（方向）

のビームの広がりは図 3のようにロッドレンズによってコリメートした．方向の半値全幅は°であ

った． 

本研究は JST-ACCELプロジェクトとして行われている． 
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図 1 放射ビーム特性．(a) 遠視野像．(b) ビームのφ方向角度分布．

図 3 コリメート放射

ビームの遠視野像．
図 2 放射ビームの波長掃引特性．(a) 遠視野像．(b) 偏向角，δ

の波長特性．
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